
●災害時医療救護対
策を推進します。

●関係機関・団体との定
期的な会議を開催し平時
の体制整備を図ります。
（年１回）
●災害発生時の迅速な初
動体制を確保するため、
関係機関団体と合同訓練
を実施します。（年１
回）

目標１

●健康危機管理調整
会議を定期・随時に
開催し、新型インフ
ルエンザなどの感染
症その他原因不明の
健康被害などの発生
予防、早期対応、拡
大防止を図ります。

●定例開催年１回、必要
に応じて随時開催しま
す。

●健康福祉情報の積
極的な提供を図りま
す。

●食中毒、感染症、
こころの健康などの
専門知識を有する職
員を「健康教室」や
「研修会」へ講師と
して無料で派遣し、
住民の健康増進や衛
生知識の向上を図り
ます。

目標２

課題
（何を）

具体施策
（どのように）

目標値
（どれくらい）

目標
（どんな状態にする）

総合的な
評価

●組織目標は全
般的に「おおむ
ね達成」と自己
評価しました。
しかし相手方と
の調整などに日
時を要したこと
などにより年度
内に達成しな
かったものもあ
ることから引き
続き今後も取り
組んでいく必要
があります｡

●「湖西の健康福祉だよ
り」を年４回発行し、健
康福祉情報を積極的に発
信します。また関係機
関・団体等(３６箇所)に配
布します。

●各種相談窓口に気軽に
住民が相談し易くなり、
不安解消や早期対応につ
ながっています。
●最新の健康・衛生情報
を住民が入手し易くなり
生活に役立っています。
●健康福祉行政への信頼
感がより以上に高まって
います。

●関係機関団体が情報共
有しながら総合的な対応
を図ることができ、住民
の健康被害の発生防止・
早期対応等が図られてい
ます。

●災害発生時に迅速な対
応を図ることにより、負
傷者の救助（治療）が円
滑に遂行できるように
なっています。

●健康教室・研修会を年
２０回開催(派遣)します。

●健康増進への住民理解
が深まっています。
●住民に衛生知識が浸透
し食中毒、感染症の予防
や拡大防止が図られてい
ます。

○ほぼ目標を達成した。
●「湖西の健康福祉だより」を年４回（約2，000部/1
回）発行し、関係機関・団体等（３６箇所）に配布すると
ともにホームページにも掲載し、健康福祉情報の積極的な
発信に努めました。今後は、より多くの住民ニーズに応え
られるよう情報提供に努める必要があります。

△目標に達しなかった。
●障がい者１名を施設外授産としてシイタケ栽培農家への
実習につなぎ一般就労に向けた支援を行いました。また、
働き暮らし応援センターと連携し、２名については職業リ
ハビリテーション事業の活用について事業者との調整を進
めています。
●就労継続支援Ｂ型事業所へなごみの森事業がほぼ円滑に
継承され授産事業としてシイタケ栽培が定着できました。
関係機関と連携し今後も技術的助言を通じて、より安定し
た運営ができるよう助言に努める必要があります。
●関係会議を通じて病院と地域が連携し、退院促進に向け
た取り組みを進めた結果、1名については退院に向けて調整
を行っています。今後も長期入院患者の地域生活移行に向
けて病院との連携強化と自立支援員等支援者の一層の力量
アップを図る必要があります。

○ほぼ目標を達成した。
●認知症支援ネットワーク会議の開催は１回にとどまった
ものの、高島地域の現状と課題について話し合いを行い関
係者の共通認識を深めることができました。関係者の多様
な意見や要望を踏まえ今後の進め方を関係者と調整するこ
とが必要です。
また、認知症相談医養成研修を年度末に開催し、新たに
相談医７名が認定され計１２名となりました。
●多職種協働研修会を開催し、医師と介護支援専門員等在
宅介護・訪問看護職員との意見交換を行い、相互理解やお
互いの顔の見える関係づくりに努めました。今後も引き続
き関係者の顔の見える関係づくりに努める必要がありま
す。

今年度の成果と課題

○ほぼ目標を達成した。
●５月２６日に危機管理調整会議を開催し、新型インフル
エンザ等の発生防止、早期対応などに努めました。
●今後とも、定期または随時に危機管理調整会議を開催し
て発生防止等に備える必要があります。

◎目標以上の実績があった。
●５月２６日および１０月２０日に災害医療体制検討委員
会を開催しました。また、１１月７日に高島市総合防災訓
練と連携し、医師会等と合同で医療救護活動の図上シミュ
レ－ション訓練および実働訓練（安曇川河川敷）を実施し
て地震発生時に迅速な対応ができるよう訓練を実施しまし
た。
●今後とも、マニュアルの見直しを随時行うとともに、適
宜、訓練を実施して災害発生時に備える必要があります。

○ほぼ目標を達成した。
●平成２２年度は出張健康教室を１９回開催し、目標（２
０回）を、ほぼ達成することができました。今後は、他の
団体も市民を対象に同様の出張型の研修事業を実施してい
ることから、保健所は、より専門性を発揮した内容で健康
教室を実施することとし、広報を強化する必要がありま
す。

●障がい者が生きがいを
もって、毎日充実した生
活が送れています。
●就労支援Ｂ型事業所に
おいて、シイタケ栽培が
授産事業として軌道に
乗っています。
●精神障がい者に対する
偏見が取り除かれ、精神
障がい者が暮らしやすい
地域社会が実現していま
す。

目標４

●関係機関・団体と
連携し、情報共有を
図るとともに、認知
症に関する正しい理
解の普及や支援ネッ
トワークの構築を行
います。
●研修事業を開催
し、関係者の力量
アップを図ります。

●高島地域認知症支援
ネットワーク会議（年２
回）および認知症相談医
フォローアップ研修会
（年１回）を開催しま
す。
●多職種協働研修会（年
２回）を開催。認知症ケ
アネット（年４回）に参
加。管内の関係者との連
絡会議に出席（２ヶ月に
１回）

●関係者の認知症に対す
る理解が深まり、顔の見
えるネットワークが構築
されるとともに、管内の
課題に対しての解決策を
具体的に提示できるよう
になっています。
●認知症に対する住民や
関係者の理解が進み地域
全体で支え合うことがで
きています。

目標３

●.関係機関と連携
し、就労や社会参加
を促進します。
●.なごみの森づくり
事業が継承されるよ
う支援します。
●精神障がい者の退
院を促進します。

●一般就労もしくは施設
外授産へ３名の者をつな
げます。
●自主事業を取り入れる
ことによって障がい者の
賃金アップを支援しま
す。
●個別支援部会・事務局
会議の定期開催（隔月）
および事例研究会等の開
催（年１回）を通じて退
院患者１名の達成をめざ
します。

平成２２年度 高島健康福祉事務所(高島保健所) 組織目標の評価

子ども、高齢者、障がいのある人を始めとして、誰もがいきい
きと健康で安心して暮らすことができる地域の実現を目指しま
す。

■ 組織の使命

■ 組織の経営資源

■ 県民へのメッセージ

人員１８名（医師、獣医師、薬剤師、保健師、管理栄養士、事
務職員など）

事業の実施を通じて地域住民の健康と福祉を支えると共に、関
係機関や関係団体などと連携し地域課題の改善に取り組みま
す。

健康福祉にかか
る多様な住民
ニーズに迅速な
対応を図ります

【住民が健康でいき
いきと暮らすための
健康福祉情報の発
信、健康増進・衛生
知識の普及啓発】

住民の健康を守
るため災害や健
康危機に対して
関係機関団体と
連携し対策を講
じます

障がい者の社会
参加を促進し、
自立を支援しま
す

認知症の理解と
地域生活の支援
を図ります

達成度（年度末）
◎：目標値以上の実績があった
○：ほぼ目標値どおりの実績があった
△：目標値に達しなかった
×：未実施


